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須
釜
小
学
校
の
危
険
改
築
事
莱
の
第
一
期
工
事
は

一
、
二
八
七
平
方
悩
を
昭
和
四
十
七
年
七
月
十
日
か

ら
着
工
し
、
引
続
い
て
、
第
二
期
工
事
と
し
て
昭
和

四
十
八
年
度
に
計
画
さ
れ
て
い
た
九
四
一
＿
一
平
方
屈
に

つ
い
て
も
、
国
の
施
策
に
よ
り
昭
和
四
十
八
年
一
月

五
日
よ
り
早
期
着
工
さ
れ
、
合
せ
て
二
、
ニ
―
―

-C
平

方
脳
、
工
事
費
九
五
、
八
一

0
千
円
の
校
舎
が
昭
和

四
十
八
年
七
月
―
―
-
+
―
日
に
完
成
し
ま
し
た
。

こ
の
校
舎
は
、
普
通
教
室
十
二
、
特
別
教
室
四
（
理

科
、
音
楽
、
家
庭
、
図
書
及
び
各
準
備
室
）
、
資
料

室
一
、
そ
の
他
管
理
諸
室
十
六
か
ら
な
る
、
近
代
的
な
新

校
舎
が
山
紫
水
明
の
須
釜
の
郷
に
建
設
さ
れ
、
元
気
な
児

童
逹
の
通
学
を
待
っ
て
お
り
ま
す
。

又
、
第
三
期
工
事
と
し
て
計
画
さ
れ
て
い
た
屋
内
運
動
場

も
、
八
月
十
八
日
か
ら
着
工
さ
れ
十
二
月
末
日
に
は
完
成

す
る
予
定
で
す
。

旧
校
舎
か
ら
の
移
転
は
用
水
の
導
入
次
第
行
い
、
一
日

も
早
く
良
い
子
達
に
新
し
い
校
舎
で
カ
一
杯
学
ん
で
い
た

だ
き
た
い
も
の
で
す
。
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下三三
クー0

旬日日
~ ←•一

二 中ー一ー一七
五/,, /,,'l ク 六五ニー
日 旬日日日日日

し―.~ ~、-✓

月

例

監

査

（

総

務

課

）

母
畑
農
用
地
開
発
事
業
部
落
説
明

会

（

産

業

課

）
（
公
民
館
）

（
西
部
地
区
）

母
子
セ
ン
タ
ー

（
東
部
地
区
）

支

所

民

生

委

員

会

（

住

民

課

）

種

痘

接

種

（

ク

）

教
育
委
員
会
（
教
育
委
員
会
）

仔
牛
生
産
検
査
（
産
業
課
）

第
九
回
農
業
委
員
会

納
期
限

村

民

税

第

三

期

[

国

民

年

金

二

期

l

菊
花
盆
栽
展
（
公

// 

村
民
体
育
祭

老
人
検
康
診
査

民

館）

―-mm-
＝＝＝＝=-＝＝l=＝＝-=＝＝＝=-＝＝＝＝＝=＝-＝＝l=＝=＝＝＝==＝-＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝
-Im-
＝=-=＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝-― 

十
月
の
行
事
予
定
表

=＝=＝＝-＝＝-＝＝＝＝-＝=-＝=＝-＝＝＝-=＝-=-＝-＝-＿-=＝＝=ー-==-＝＝-＝-＝＝＝==＝＝=-＝-＝==-＝=--＝＝=＝＝-＝-＝＝-＿-=＝＝＝＝＝--＝＝
u



広報 た まかわ No. 85 昭和48年 9月 1日 2
 

小

高

蒜

生

川

辺

溝車溝関三渡車高矢真曲真曲須小小田田川磯矢佐吉川鈴大熊坂白山

井田 井 根 輪 辺田原吹弓山弓山藤針針子 子 崎 目 部 藤 田 崎 木 竹 田 本 旗 崎
平 松甑

チ三正ヨトケフフ明セノ、サトノ、タ
五太

ミ

ウ郎吉ネキサクジ雄キ Iレイラルツ郎郎サシ

ヨ

80 80 81 82 82 83 84 85 80 81 83 84 90 80 80 80 80 80 80-81 82 82 85 85 85 87 87 86 88 94 

南
須
釜

竜 中

崎

岩
法
寺

ヨ ヨ万フ聖ト ツキ トハフ

ジネ吉ミ三キ子‘ノミ タヨ

大鈴 上 上 矢 鈴矢小小鈴鈴仁上村吉矢角 吉 岩 高 小 小 鈴 高 首 角 小 小 矢 須

野 木 野 野 吹 木吹林林塁木井野越田吹田 田 谷 林 針 針 木 林 藤 田 針 針 吹 釜
諒口田 辰 勝幾

ケ嘉ケキリ次 市 イ キ 左 サ 徳トマコテ 光 キ 鶴 常 ア カ源清、ノ ー
衛
ア 五太、久

サ晴サクヨ郎三トソ門イキニメスウル郎啓ク千ニキ郎ク次助メ雄二

80 80 81 81 83 81 87 87 88 88 89 89 84 87 92 81 82 83 83 83 83 83 84 84 86 87 87 80 80 

九
月
十
五
日
「
敬
老
の
日
」
国
民
の
祝
日
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。

み
ん
な
で
高
令
者
を
敬
愛
い
た
し
ま
し
ょ
う
。

村
に
お
け
る
八
十
才
以
上
の
方
々
を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

お

長

寿

紺
ぉ
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

老
人
を

交
通
事
故

か
ら

守
り
ま
し
ょ
う

こ
の心

づ
か
い

を
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村
で
は
消
防
施
設
整
備
計
画
に

基
づ
き
今
年
度
は
消
防
自
動
車
ボ

ソ
プ
一
台
、
可
搬
式
ポ
ン
プ
一
台

の
購
入
計
画
を
し
、
発
注
を
し
て

お
り
ま
し
た
が
、
可
搬
式
ポ
ソ
プ

が
八
月
二
十
一
日
納
品
さ
れ
、
同

日
引
渡
式
が
行
な
わ
れ
四
辻
分
団

に
配
置
さ
れ
ま
し
た
。

四 辻 分 団 に

新鋭の可搬式ポンプ酋置

こ
の
可
搬
式
ポ
ゾ
プ
は
ラ
ピ
ッ

ト
B
3
級
で
出
力
四
十
馬
力
の
高

性
能
を
誇
る
ポ
ン
プ
で
す
。

な
お
、
消
防
自
動
車
ボ
ソ
プ
は

南
須
釜
分
団
に
配
置
さ
れ
る
予
定

に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

写
真
は
四
辻
分
団
に
配
躍
さ
れ

た
可
搬
式
ポ
ン
プ

う．，一嘔
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入
賞
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▽
小
学
生
男
子
ソ
フ
ト
ポ
ー
ル

優

勝

小

高

A
チ
ー
ム

準
優
勝
南
須
釜
チ
ー
ム

―
―
―
位
川
辺
チ
ー
ム

中

チ

ー

ム

▽
中
学
生
ソ
フ
ト
ポ
ー
ル

優

勝

中

チ

ー

ム

準

優

勝

川

辺

チ

ー

ム

三

位

吉

チ

ー

ム

小

高

チ

ー

ム

▽
中
学
生
パ
レ
ー
ポ
ー
ル

優

勝

吉

チ

ー

ム

準
優
勝
北
須
釜
チ
ー
ム

三

位

中

チ

ー

ム

岩
法
寺
チ
ー
ム

シ

小

針

一

郎

小

針

義

信

矢

吹

定

子

車
田
長
市
郎

国

井

初

江

白

沢

菊

恵

二

0
0米
須

釜

ミ

ツ

イ

写
、

0
0
0

米

角

田

守

之

女
子
四

0
0米
リ
レ
ー

芸
能
の
部

.•.••.•....•••.•.•. 

‘.......'ど．．．．ふ品笠翠．．．．．．．

g
．ぎ．．．．．
．．． 
心箔

塁
に
も
負
け
ず
元
気
に
プ
レ
ー

f

髯
忙
桑
墨

会大支才求

.

,

i

 

王年少のて
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村
あ
．

全
〗

子
ど
も
た
ち
の
夏
の
球
宴
、
第

二
回
少
年
球
技
大
会
は
、
八
月
六

日
村
内
三
会
場
で
行
な
わ
れ
ま
し

こ
。

キ
ー

こ
の
大
会
は
、
夏
休
み
中
の
子

ど
も
た
ち
に
と
っ
て
楽
し
み
の
一

つ
に
な
っ
て
お
り
、
各
部
落
で

も
、
こ
の
日
の
た
め
に
練
習
を
重

ね
て
き
ま
し
た
。
ま
ず
大
会
に
先

だ
っ
て
出
場
選
手
全
員
に
よ
る
入

場
行
進
を
行
な
い
大
会
気
分
を
盛

り
上
げ
ま
し
た
。

大
会
は
、
ソ
フ
ト
ポ
ー
ル
な
ど

二
種
目
に
分
か
れ
日
頃
の
腕
を
競

い
合
い
ま

L
た。

会
場
に
は
村
内
の
お
と
な
た
ち

も
大
勢
つ
め
か
け
、
三

十
度
を
越
す
炎
天
の
も

と
我
が
部
落
内
の
選
手

を
励
ま
し
て
い
ま
し

こ
。

キ
ー

ヽ
八
月
五
日
、
泉
中
、
玉
一
小
グ

ラ
ソ
ド
で
行
な
わ
れ
た
第
四
回
親

善
野
球
大
会
は
泉
郷
ク
ラ
ブ
が
前

年
に
引
続
き
優
勝
し
、
準
優
勝
は

で
し
た
。

親
善
野
球
大
会
は
泉
郷

ク
ラ
ブ
が
優
勝

の
ど
自
慢
大
会

真
野
目
浅
人
一
＿
一
位

七
位

四
位

軽
量
級

1
0
 0米

走

巾

跳
クク

柔

道

砲

丸

投
ク

車
田
世
利
子

高
林
美
佐
子

二
位

五
位

第
二
十
一
回
福
島
県
青
年
体
育

文
化
交
歓
祭
は
、
八
月
二
十
五
、

二
十
六
日
、
相
馬
市
で
開
催
さ

れ
、
玉
川
村
青
年
団
連
絡
協
議
会

（
会
長
佐
久
間
倉
吉
）
の
代
表
と

し
て
十
九
名
が
参
加
、
次
の
成
績

の
と
お
り
大
活
躍
致
し
ま
し
た
。

玉
川
青
年
大
活
躍

ー
県
青
体
文
祭
に
て
1

,_,....,.._一--.,、__,.__,.._一へへ~―～へ—-へヘ＾――--"""-\

］川辺チーム優勝
、一"'"'一部落対抗野球大会・~....~. t 

五四四四三二§
位位位位 位 位

小高分団善戦

およ（まず

入賞逸す

公
民
館
宅
催
第
八
回
玉
川
村
部

落
対
抗
野
球
大
会
は
、
良
い
天
気

に
め
ぐ
ま
れ
た
九
月
一

1

日
午
前
八

偽

第
一
回
郡
山
地
方
消
防
操
法
競

技
大
会
が
九
月
二
日
郡
山
市
の
日

大
グ
ラ
ソ
ド
に
お
い
て
、
郡
山
、

須
賀
川
、
石
川
、
三
春
、
及
び
小

野
支
部
か
ら
の
地
区
代
表
、
ボ
ソ

プ
自
動
車
の
九
チ
ー
ム
、
小
型
ボ

ン
プ
の
部
十
チ
ー
ム
が
出
場
し
、
‘

大
会
が
行
な
わ
れ
た
。

小
高
分
団
は
、
ポ
ン
プ
自
動
車

の
部
で
石
川
地
区
代
表
と
し
て
出

場
し
、
炎
天
ド
の
も
と
日
頃
の
技

最
を
い
か
ん
な
く
発
揮
し
善
戦
し

た
が
、
お
し
く
も
小
差
で
入
賞
を

逸
し
た
。

た
結
果
、
川
辺
ナ
ー
ム
が
四
連
覇

を
ね
ら
っ
た
中
チ
ー
ム
を
破
り
二

度
目
の
優
勝
を
か
ざ
り
、
準
優
勝

中
、
三
位
山
小
屋
と
吉
で
し
た
。

成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。

一
回
戦

竜

崎

2
|
1
北
須
釜

岩
法
寺
13
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4
四

辻
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高

5
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生
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小
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|
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6
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2
山
小
屋

決

勝川
．
辺

6
ー

3

時
か
ら
、
玉
川
一
小
及
び
泉
中
学

校
庭
で
十
一
チ
ー
ム
が
参
加
し
て

行
な
わ
れ
、
熱
戦
を
く
り
ひ
ろ
げ

「｛
秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
始
ま
る

一
｛

秋

の

全

国

交

通

運

動

は

、

歩

転

の

排

除

行
者
、
と
く
に
幼
児
お
よ
び
小
以
上
の
三
点
を
重
点
運
動
と
{

～
 

-

-

学
校
低
学
年
児
童
並
び
に
老
人
し
て
運
動
が
実
施
さ
れ
ま
す

の
事
故
防
止
を
重
点
に
左
記
に
が
、
玉
川
村
に
お
け
る
事
故
発
、

～
 

よ

り

実

施

さ

れ

ま

す

。

生

状

況

は

八

月

十

五

日

現

在

｝
 

一

、

期

間

発

生

件

数

．

十

六

件

九

月

二

十

一

日

（

金

）

死

者

，

二

名

i
九
月
―
―
―
十
日

(
H
)

傷

者

二

十

六

名

二

、

ス

ロ

ー

ガ

ン

と

な

っ

て

お

り

、

と

く

に

今

こ
ど
も
と
老
人
の
交
通
年
は
死
亡
事
故
が
二
件
と
大
き

事
故
を
な
く
そ
う
な
事
故
が
発
生
し
、
発
生
件
数

三
、
推
進
事
項

9

に
お
い
て
も
夏
か
ぷ
急
激
に
増

日
ス
ク
ー
ル
・
‘
ソ
ー
ン
の
加
し
て
お
り
ま
す
。

（

整

備

充

実

つ

い

て

は

こ

の

激

増

す

る

交

J・

交
通
安
全
教
育
の
充
実
通
填
故
防
止
に
村
民
一
人
一
人

〉

強
化

A

の
自
覚
と
ご
協
力
を
お
願
い
し

｛
（
、
危
険
な
歩
行
、
無
謀
運
ま
す
。
•

r'，＇¥1,t,119ーー
'it'ー

ー
、

中
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ぶぷ

1わ

れ

・

ナ

ヘ

い

い

ま

す

．

．

．

私
た
ち
が
生
活
し
て
い
く
た
め

に
は
道
路
や
上
下
水
道
、
学
校
、

社
会
保
障
な
ど
社
会
全
体
と
し
て

必
要
な
も
の
や
制
度
が
た
く
さ
ん

あ
り
ま
ず
。
こ
の
よ
う
な
も
の
を

整
備
し
た
り
、
病
気
や
貧
困
を
防

ぎ
、
暮
ら
し
を
豊
か
に
し
て
．
い
く

に
め
に
、
国
や
地
方
公
共
団
体
は

ぃ
乙
い
ろ
な
事
業
を
行
な
っ
て
い

ま
す
。こ

う
し
た
国
の
施
策
に
使
わ
れ

る
費
用
の
大
部
分
は
私
た
ち
が
納

め
た
税
金
で
賄
わ
れ
て
い
ま
す
。

昭
和
四
十
八
年
度
の
国
の
一
般

会
計
予
算
は
十
四
兆
1

一
千
八
百
四

十
億
円
で
、
こ
の
う
ち
約
八

0
形

は
私
た
ち
の
納
め
た
税
金
で
す
。

こ
れ
を
税
金
千
円
あ
た
り
の
使

い
み
ち
に
し
て
み
る
と
次
の
と
お

り
で
す
。

国
民
の
健
康
や
生
活
を
守
る
た

め

に

一

八

一

円

道
路
や
住
宅
な
ど
の
整
備
の
た

め

に

一

九

九

円

教
育
と
科
学
技
術
の
振
興
の
た

め

に

―

1
0円

国
土
の
防
衛
の
た
め
に

六
五
円

地
方
財
政
の
援
助
の
た
め
に

一
九
八
円

国
債
の
償
還
や
利
子
支
払
い
の

た

め

に

四

九

円

そ
の
他
い
ろ
い
ろ
な
国
の
施
策

を

賄

う

た

め

に

一

九

八

円

合
計
一
、

0
0
0
円

●● 

_

_
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ゥ

血

大

島

の

旅

溝

井

一

郎

一

l

白

き

船

体

す

わ

れ

て

行

き

し

闇

よ

り

は

東

京

の

一

＿

る

。

血

灯

が

水

面

に

ゆ

ら

ぐ

一
窮
屈
な
船
室
の
中
に
い
く
ら
か
は
眠
り
し
ま
、

111

二
、
主
婦
の
パ
ー

I

l

l

-

＝
十
四
万
二
千
円
以
上
で
四
十

一

111

に

着

き

し

大

島

．

II

ま

だ

暗

き

島

の

埠

頚

に

は

き

出

さ

る

人

こ

み

あ

一

万

二

千

円

（

月

平

均

約

三

万

，
四
千
三
百
円
）
よ
り
少
な
い
と

い
て
黒
く
遠
の
く
'

一

き
は
、
配
偶
者
控
除
は
受
け
ら

＿
れ
な
い
が
、
パ
ー
ト
収
入
に
所

血
宿
よ
り
の
バ
ス
に
乗
り
合
い
ま
た
明
け
ぬ
カ
ー

゜

プ
の
多
さ
島
は
田
含
路

ー
得
税
は
か
か
ら
な
い
。

＿
 

Ill

三
原
山
の
煙
は
や
や
に
な
び
か
い
て
御
神
火
茶

"
―
―
-
、
主
婦
の
パ
ー
ト
収
入
が
年
間

Ill

屋
よ
り
続
く
人
列

,
 
... :

-
n
-
I
:
＝自'’-：

11111-
:-』-：：
I
=
m
:
_
-
I
:11111,_ :
 

llllllla
』
四
十
一
万
二
千
円
以
上
の
と
き

税
金
は
み
ん
な
の
た
め
に

原
稿
を
お
待
し
て

お
り
ま
す
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主

婦

の

。
ハ
ー
ト
と
税
金

ょ`“
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着
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人
手
不
足
を
反
映
し
て
、
パ
ー
＇
わ
し

ト
で
働
く
主
婦
が
多
く
な
り
ま
し

た
が
、
主
婦
の
パ
ー
ト
収
入
と
所

得
税
の
関
係
は
次
の
よ
う
に
な
っ

て
お
り
ま
す
。

一
、
主
婦
の
パ
ー
ト
収
入
が
年
間

三
十
四
万
二
千
円
（
月
平
均
二

万
八
千
五
百
円
）
よ
り
少
な
い

と
き
は
、
ほ
か
の
所
得
が
な
け

は
、
配
偶
者
控
除
が
受
け
ら
れ

な
い
の
は
も
ち
ろ
ん
、
パ
ー
ト

収
入
に
対
し
て
所
得
税
が
か
か

る。以
上
の
よ
う
に
取
扱
わ
れ
る
こ

と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
主

婦
で
。
ハ
ー
ト
を
さ
れ
る
方
は
知

っ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

村
広
報
紙
の
係
で
は
、
村
民
か

ら
の
原
稿
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま

す
。

明
る
い
話
題
や
、
村
民
に
知
っ

て
ほ
し
い
話
題
な
ど
が
あ
り
ま
し

た
な
ら
ば
、
ぜ
し
原
稿
を
お
寄
虔

く
だ
さ
い
。
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iし
9
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祝
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夕ごごごご
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ごグ
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ク南

須

釜
辺

死

亡

者

氏

名

年

令

大

竹

ス

テ

(87)

矢

吹

ト

メ

(84)

緑

川

ミ

ド

リ

(75)

世

帯

主

名

続

柄

．

武

祖

母

キ

ミ

ヨ

母

直

妻

（
八
月
分
の
死
亡
届
書
か
ら
）

＿
ご
逝
去
お
悔
み
申
L
上
け
ま
す

部J
 

jヽ
 
ー竜ク北

須

釜

吉四
辻
新
田 崎高辺

落

上大須

和＂火出
根 吉野竹藤生

田
美‘ 児

隆俊賢久氏
知

名

道誠子生光彰之

関大矢

広

春ナ金 隆 武 克 久 世

五 胃
次ツ郎之芳巳雄名

孫
の 三 三 続

ク孫長孫孫
女男男柄

お
誕
生
お
め
で
と
う

こ
さ
い
ま
す

（
八
月
分
の
出
生
届
書
か
ら
）
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、日

出才

青

薄

』

よ

ろ

め

き

て

ふ

と

老

の

あ

り

昼

寝

覚

[

紅

叶

風

に

、

l

吹

か

る

る

石

置

場

血

田

の

畦

を

妻

の

日

傘

の

戻

り

く

る

血

[

渓

流

に

ま

む

き

て

百

合

の

幾

花

な

り

4
 

,．“̀ 

皿

雨

寓

れ

て

変

る

瀬

音

や

秋

の

雷

血

滝

壺

の

旱

り

の

岩

の

匂

ひ

け

り

血

夕

立

の

お

と

あ

り

妻

の

い

そ

ぎ

け

り

皿

月

高

き

花

に

風

あ

り

百

日

紅
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玉
川
村
広
域
簡
易
水
道
工
事
は

昭
和
四
十
九
年
四
月
一
日
給
水
開

始
を
目
途
に
配
水
池
工
事
、
配
水

本
砂
目
布
設
工
事
、
給
水
工
事
、
一

ニ
エ
区
の
工
事
が
村
内
各
地
に
お

い
て
行
な
わ
れ
て
居
り
ま
す
が
、

本
事
業
完
成
後
の
給
水
栓
の
新
設

増
設
、
本
管
工
事
の
補
修
、
新
設

等
は
す
べ
て
村
の
指
定
す
る
水
道

工
事
公
認
店
で
行
な
う
こ
と
に
な

り
ま
す
の
で
、
今
後
玉
川
村
の
水

道
工
事
公
認
化
に
な
ろ
う
と
希
望

す
る
者
は
九
月
三
十
日
ま
で
に
役

場
建
設
課
へ
申
込
ん
で
く
だ
さ

、0
、
>

尚
詳
細
な
こ
と
に
つ
い
て
は
建

設
課
水
道
係
へ
問
合
せ
て
く
だ
さ

、0し

玉
川
村
広
域
簡
易
水
道
工
事
公
認
店

の
希
望
申
込
み
に
つ
い
て




